
主題設定の理由

【人間は，人のこと，遠くのことに対しては美しくいられる。美しい言葉を語ることも

できる。でも，近くのこと，自分自身の問題になると，あれほど美しい言葉を語った人が

見事に差別者になっていく】

※

１ 本資料に描かれた思いは，誰の心の中にも潜んでいる。辛いとき，人はもっと辛い思

いをしている人をさがす。苦しいとき，人はもっと苦しみのどん底にいる人を思い，自

分を慰めていく。自分は，その人たちより，まだましなんだと思う。そして，自分を守

るために，自分を慰めるために，その人たちをより見下げ，虐げ，差別していく。

２ この思いは，本校の生徒たちの日常にも如実に現れている。テストがもどってきたと

きその点数が悪くても，自分より点数の悪い生徒を見つけ，ほっとする。また，生徒が

よく口にする言葉に「ぼくだけではない」「私よりあの人の方が…」がある。さらには

級友の失言やまちがいに対しても，嘲笑的な冗談が発せられることがある。

また，一方で生徒の多くは，道徳や学級活動の中で，「差別はいけません」「友人や

仲間を大切にしよう」と語っていく。

このことは，差別や偏見に対して道徳的・道義的には「いけない」という認識を持ち

ながらも，その認識があくまでも常識的・知識的な理解でしかなく，自分自身の問題や

課題であるという意識にまで高まっておらず，他人ごと，あるいは建前という捉え方で

しかないことを露呈している。換言すれば，生徒の日常生活においての行動が他者志向

的であり，価値観においても相対的にしか育っていない現実を示している。

この格差こそが，「いじめ」に代表される様々な問題の背景であり，生徒の人間関係

の希薄さや歪みを生み出していると考える。

３ 人間は，生きていく中で，自分より劣った存在を見つけては安心していく。人間は差

別することがよくないと知っていても，その心の中には「自分以下を求める心」を持っ

て生きている。自分以下を求めないと生きられない，そんな愚かさに気がつかずに生活

している。

そこには，苦しいことや，嫌なこと，辛いこと，悲しいことから逃れたいという思い

がある。しかし，嫌なことや辛いことを，人と比べて慰め，諦める生き方では，人間は

自らの差別意識に気がつかないばかりか，知らず知らずに差別者となっていく。

本資料は，人を差別するということは，自分自身を差別していることになることを教

えている。

４ この資料を学習する中で，生徒一人一人に，自らの日常生活を点検することを通して

「自分以下を求める心」が自分の他の人に対する見方や自分の生き方の中にないか，自

分の心を見つめさせたい。「自分以下を求める心」とはどんな心か，そしてその心が差

別とどう関わっているのかを考え，さらにその心に気づかないことが差別を残してきた

ことにつながっていることを考えさせたい。

また，「自分以下がいらない生き方」を考えさせることで，人間として素晴らしい生

き方とは，自分たちの心にある「自分以下を求める心」（差別意識）と闘い続け，今の

自分以上をめざし，自分の力でまちがいを正しながら生きていくこと，自分を大切にす

るように仲間を大切にすることであると気づかせたい。

以上の理由から，本主題を設定した。


